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支援プログラム

○すべての子どもたちにとって、安全で安心して自分らしく過ごせる居場所づくり。
○すべての子どもたちの個性が輝くために、個別のニーズに応じた総合的・体験的な支援の提供。
○一人一人の保護者の状況や願いに寄り添い、信頼され、共に学び合える関係の構築。

上記理念に基づき、次の三つの柱に沿って支援する。
　①体験的な活動を通して、できることを増やし将来へ向けての自立を目指す。
　②人とのかかわりを通して、よりよい人間関係づくりや社会適応能力を育てる。
　③楽しく体を動かすことを通して、体力の向上を図る。

主な行事等

家族支援

地域支援・地域連携

本
人
支
援

支援方針

営業時間

送迎実施の有無 なしあり

支　援　内　容

○来所時に健康状況を把握するため、観察、検温をする。
○生活リズムを整えるため、ルーティンとして手洗い、鞄の整頓等の後、学習に取り掛かる。
○生活スキルの獲得ができるよう環境の工夫を行う。

○年間を通して、月曜日は図工・音楽・英会話のいずれか、水曜日は体操、木曜日は書道を実施。
○月毎に誕生会、９月に避難訓練を実施。
○体育的活動：カヌー、ボーリング、グランドゴルフ、プール水泳、ボッチャ、スケート、スキー、雪
遊び、体育館遊び、大山散策、山城登山などを実施。
○季節に合わせた活動：お花見、ブルーベリー狩り、くわがた捕り、ぶどう狩り、栗拾い、芋掘り、ク
リスマス会、初詣、餅つきなどを実施。
○各種活動：火起こし体験、焼き物作り、バーベキュー、電車でGO、川遊び、魚釣り、ザリガニ釣り、
工場見学、調理実習などを実施。
○地域施設の活用：米子児童文化センター、水鳥公園、とっとり花回廊、夢みなとタワー、海とくらし
の史料館などの訪問。
○その他、さまざまな催し物やイベントに参加。

令和６年１１月１４日

○大人や子ども同士の関りや会話を通して、自分の考えを伝えたり相手の意図を理解したりするための
言語の受容・表出を支援するとともに、事物や現象、行動等に対応した言語の概念の形成を図る。
○障害の特性に応じた読み書き能力の向上を図る。

○環境に対する安心感、人や自分に対する信頼感を育むよう支援する。
○他者を意識し、他者の気持ちや意図を理解できるよう社会性の発達や対人関係の構築を図る。
○集団遊びや協同作業を通して、ルールを理解し集団活動に参加できるよう支援する。

移行支援

職員の質の向上

○送迎時に顔を合わせた際やLINEを活用した日常的な情報交換を行う。
○連絡ノートのやりとりにより、通所時の児童の様子を保護者に知らせるとともに、家庭からの困りご
と相談などへの助言を行う。

○定期的に保護者、相談支援事業所、学校などと支援会議を開催し、多面的に児童の実態把握に努め、
次のステップへの対応等を協議する。

○地域の施設等をたびたび訪問し、施設の目的に合った活用を行うとともに、イベントや行事に参加し
て交流を図る。

○業務開始前と終了後にミーティングを行い、情報共有と対応方針についての確認を行う。
○定期的に職員研修会を開催し、サービスの質の向上を目指す。

○毎週水曜日に専門指導員のもとで体操教室を行い、体幹や運動機能の向上を図る。
○近くの公園を利用した外遊びを取り入れ、体力の増進や運動機能・動作の改善を図る。
○外出時の移動や交通機関の利用など社会的な場面における移動能力の向上を図る。

○その日のスケジュールやタイムテーブルを確認し、時間の認知形成を図る。
○ブロック遊びや工作などによる空間把握の認知形成を図る。
○小集団でのゲームや遊び、外出などを通して適切な感性や行動形成を図る。
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